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1. 有田市



R６年度DXの取り組みと成果

①書かない窓口の整備
②証明書交付対応行政キオスク端末の庁内設置

よろず相談を活用した取り組みと成果（上記と対応）

当市においてマイナカードの取得率は8割を超えたが、その活用ができてい

なかったことから、マイナカードの利活用を促進し、行政サービスの利便

性を向上させるために、書かない窓口の整備や、証明書交付対応行政キオ

スク端末を庁舎内に導入しました。

有田市

①サービスデザイン研修で得た知識を活かし、利用者目線の「書かない窓口」を整備

②コミュニケーションハブを活用し、他自治体との情報共有を進め、課題を解決

マイナンバーカードを活用した市民窓口の整備
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電子申請で手続きを便利に！ デジタル活用で業務効率化！

有田市次年度の取組予定

AIで効率的な業務手法の創出！

①電子申請手続きの拡充
②BPRとさらなるデジタル化促進
③ＡＩ活用の推進

次年度は、電子申請手続きの拡充、業務プロセスの見直しおよび

デジタル化の推進、さらにAIの活用により、業務の効率化と利用

者満足度の向上を目指します。
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2. 御坊市



CoCoConsulting株式会社

R６年度DXの取り組みと成果

よろず相談を活用した取り組みと成果
①御坊市中村の経営・財務マネジメント強化事業アドバイザー登録

・他団体へのDX研修・講演

・情報化相談対応

御坊市

【組織の正常化、組織改革の地盤・土台作り】

①イノベーション（改革）を起こす専任部署設置
R6.4に情報化・イノベーション推進室を設置し、DX・組織改革・行政改革・働き方改革を主導できる体制を整備

②組織改革の地盤・土台づくり
組織分析・職員アンケートにより、長年の旧態依然の状態が続いたことによる組織の硬直化が浮き上がった抜本的な組織

改革の地盤・土台作りを推進

③業務改革・働き方改革を強力に推進
働き方改革として、ワークシェアリング制度やキャリアリターン制度創設。

特定部署への業務改善プロジェクト始動。当室が主導し、現場業務の業務改善や、補正予算による年
末調整業務・代表電話の外部委託、出退勤システム導入、窓口キャッシュレス決済導入などを実施
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CoCoConsulting株式会社

御坊市次年度の取り組み予定

【組織の正常化、組織改革の実行】

①組織大改革！大幅な組織改編そしてマネージャー制の導入
R7.4に大幅な機構改革・組織改編を行い、マネージャー制の導入

②人材育成・働き方改革の強化
令和5年度に大幅改正された「人材育成・確保基本方針策定指針」の策定

人材育成の取組みとして、マネジメント研修、BPR・業務改善研修、パソコンスキルアップ研修、検索力向上研修、
BIツール研修、生成AI活用研修、ノーコードツール研修、資格（ITパスポート）取得研究会などを予定しており、既存
職員の底上げを実施

働き方改革として、御坊市版フレックスタイム制（仮）や、窓口時間短縮による働きやすい環境づくりにより、職
員の業務負担軽減を目指します。

③DX施策の推進
御坊市DX推進計画 ～組織を変革（イノベーション）する～

１．住民サービスの変革

２．働き方・業務プロセスの変革

３．組織文化の変革

４．情報システムの変革
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3. 湯浅町

※オンライン



R６年度DXの取り組みと成果

①生成AIの導入
②生成AI勉強会を開催しました。

よろず相談を活用した取り組みと成果（上記と対応）

チャットツールに生成AIオプションを導入しましたが、導入後の

利用率が期待したほど向上しませんでした。そこで、生成AIを使

用したことがない職員を対象に、少人数で勉強会を実施しました。

湯浅町

①成果の上がった研修事例を紹介してもらい、勉強会を実施しました。

②勉強会用の魅力的なチラシテンプレートを提供してもらいました。

生成AI勉強会後にチャットツール
の生成AIオプション利用率が大き
く向上しました。

76



生成AIを利用し業務効率化 ローコードツールで脱Excel

湯浅町次年度の取り組み予定

ハンズオン勉強会で各ツール
の利用率向上を目指します

①引き続き生成ＡＩ勉強会の開催
②ローコードツール勉強会の開催
③LoGoフォーム勉強会の開催
来年度の事業も、導入済みツールの勉強会開催が基本方針と

なります。導入後の利用率を高めるための取り組みとして、

各ツールのハンズオン勉強会を推進する予定です。

令和6年度開催の勉強会について職
員を対象に5段階評価で調査を行っ
た結果、64％の職員が満足度5と回
答しました。
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4. 広川町

※ご欠席につき担当プロデューサー代読



R６年度DXの取り組みと成果

①コンビニ交付サービスの導入
②オンライン施設予約（Spacepad）
③デジタル住民通知（xID）

よろず相談を活用した取り組みと成果（上記と対応）

デジタル田園都市国家構想交付金を活用して、マイナンバーカ

ードを用いた各種住民向けサービスを展開。

SNS（公式LINEアカウント）等も利用して、住民に対して

新サービスの周知・PRを行いました。

広川町

①庁内全職員向けDX研修を開催

→サービスの充実・住民の満足度向上には、各課職員の協力が不可欠。

DXに対する機運醸成を高める為、変革を阻害する要因（組織・ヒト）を

見直すことを目的とした集合研修を実施。

スマホでらくらく！施設予約

79



すべての職員がDXを感じられる職場環境に

広川町

次年度の取り組み予定

・導入サービスの拡充とDXによる業務改善
→xIDアプリ推進（サービス拡充）
→業務改善ツール（チャット等）全庁利用

新規事業の導入検討は見送り。導入したサービスの機能充実、お

よび住民満足度向上を第一に、予算をかけずともDXは成功

することを「住民」のみならず「職員」にも実感いただく。

DX研修会実施アンケートでは、
全体の8割を超えるDXに関する
肯定的（積極的）な意見をいた
だきました。

・これまで特定の課だけで使用していたツールを全庁利用

→まずは使用してもらい、便利さをアピール

→住民向けサービスを提案、自ら応用できるスキルを身につける
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5. 有田川町



R６年度DXの取り組みと成果

①DXの機運醸成
②ロゴフォームの体験型セミナー
③議案書システムの運用開始

● 職員のDXに対する機運醸成を図るため2度の研修とロゴフ

ォームの体験セミナーを実施した。

● 議案書システムを使用するためのインフラ整備を行い、9月

議会から実運用を開始した。

有田川町

1. 地方公共団体の経営・財務マネジメント強化事業を利用して2度の研修を実施した。

2. 本研修で紹介されたECRSを取り入れ自課の課題解決に向けた取り組みを行った。

よろず相談を活用した取り組みと成果（上記と対応）
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役所に行かなくても
地図データが閲覧できる！

気づきから行動へ！

有田川町次年度の取り組み予定

①公開型GISの導入
②DX関連研修の実施
③郵便DXの検討
● 来庁者や職員からの要望が多かった公開型GISを導入します。

● DX関連の研修を引き続き実施し、職員のDXへの機運醸成を図

ります。

● 郵便DXを通じて郵送料予算と職員の郵送業務に対する負担軽

減を目指します。

郵便DX、全庁の調整に挑む！

自立したDXを目指します
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6. 美浜町



R６年度DXの取り組みと成果

よろず相談を活用した取り組みと成果（上記と対応）

美浜町

①ワークショップ実施の調整・準備

②ワークショップで出てきたアイデアの実現に向けた課題の整理

①「やめること」から考えるDXワークショップの実施
②ワークショップで出てきたアイデアの精査・実現に向けた検討
③オンライン申請（Logoフォーム）の無料トライアル実証開始

LoGoフォームの実証（無料トライアル）を開始するにあたって、上長

との協議や予算要求のための準備に尽力した。

窓口担当課含め各課によろず相談やワークショップへの参加を促し、個

人間で抱える課題等について、話し合ってもらった。
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美浜町

次年度の取り組み予定
①業務改善に向けた各種システムの導入・実証（電子決
裁システム、勤怠管理システム）
②オンライン申請の推進（Logoフォーム）
③コンビニ交付の実施、書かない窓口の導入

DXワークショップで職員から「超勤（タイムカード）管理業務のシステム化」「デー

タの整理」「ペーパーレス化」といったアイデアが提案されたのを受け、総務課内にて

協議した結果、文書管理・財務会計の電子決裁や勤怠管理システムの導入を目指し、令

和７年度当初予算にあげている。

また、住民の負担軽減を目指し、コンビニ交付と書かない窓口（申請書記入サポー

ト）の導入を目指し、こちらも令和７年度当初予算にあげている。

職員の作業効率及びペーパーレス化を
目指す。

R5年度に引き続き、オン
ライン申請の推進。 住民に係る負担軽減を促進。
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7. 日高町



R６年度DXの取り組みと成果

①業務引継書テンプレートの作成
-業務効率の向上に向けて-

よろず相談を活用した取り組みと成果（上記と対応）

・マニュアル類が整備されておらず、引き継ぎに多くの時間と労力が

費やされている（引き継ぎの方法も人によって異なる）

・業務が属人化してしまい、担当の不在などで業務が停滞してしまう

→これらの問題を解決し業務効率を向上させるため、業務引継書の

テンプレートの作成を実施

日高町

・月例よろず相談で、意見を出し合いながら

「業務引継書」を作成することができた。

業務内容例
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テンプレート作成で心がけた事

①誰でも簡単に作れる
②一年間の流れが分かる

（先んじて業務に取り組める）
③取り組むべき課題を継承出来る

→簡単なもので良いので、まず作ってみる（0→1にする）

自分が完璧なものを作る必要はない

（記入漏れや経験した事などを追記していける）

・担当が変わってもリセットされない

・業務の偏りがなくなる

組織として経験・知識の継承が出来る

年間スケジュール例
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次年度の取り組み予定

①「業務引継書」のブラッシュアップ
実際に運用しながら「業務引継書」をより
使いやすいものにしていく。

②「業務効率化」を意識する
引継書を作成する事で「業務効率化」の
機運を醸成する

③「市町村での共有・比較」を目指す
市町村間で業務フローなどの比較が容易に
課題を共有して対応出来る
ツール等の共同利用の効果が増大

90



91

8. 由良町

※オンライン



R６年度DXの取り組みと成果

①日直業務の改善（やめることから考えるDXワーク
ショップの提案の実現）

よろず相談を活用した取り組みと成果（上記と対応）

由良町

①日高地域別よろずでオンライン申請に関する情報収集

→LoGoフォーム導入の検討につながった

②オンライン申請の実証（LoGoフォームのトライ
アル開始、次年度から本格的に運用を計画）

③DXの研修実施（講師：御坊市 中村様）
→全庁挙げてDXを検討するきっかけに

②月例よろず相談の中で、ファイル管理や業務効率化の検討を進めることができた
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チャットを活用した業務効率化
ペーパーレス化を推進

由良町

次年度の取り組み予定

①共有フォルダの構築

②LoGoフォームを使ったオンライン
申請の推進

③チャットツール導入の実証
％

関わりたい

78

※DX研修後に実施した職員アンケートから抜粋

回答数28件
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9. 印南町



CoCoConsulting株式会社

R６年度DXの取り組みと成果

①住民票等のコンビニ交付開始
②AIボイスレコーダーの導入（試行段階）
③LoGoフォーム・チャットの体験・予算要求

町全体として、あまりDXとは何かを理解していないところがあったので、まずは初

歩的でわかりやすく効果が出るところから始めました。

※コンビニ交付・LoGoフォーム（住民の利便性）、

ボイスレコーダー（AI議事録作成による業務効率化）

印 南 町

①課題の整理と人材育成の取り組みの方向性の検討

②研修の実施計画立案（次年度に実施予定）

よろず相談を活用した取り組みと成果



CoCoConsulting株式会社
オンライン申請の普及 アンケートや出欠確認

のオンライン化

印 南 町

次年度の取り組み予定

①LoGoフォームの導入
②無人航空機操縦者技能証明の取得
③よろず相談を活用した研修の実施

ドローン運用の多彩化
最適化

LoGoフォーム導入による庁内外の申請・アンケート等のオンライン化。

スタートは少し遅れてしまいましたが、LoGoフォームを導入することによってオン

ライン化（利便性向上・業務効率化）が一気に加速すると考えています。

↑入札指名願のサンプル

←実際の研修の様子
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10. みなべ町



そう思った

22

81%

令和６年度ＤＸの取り組みと成果

①LoGoフォームの活用

②オープンデータを推進
各種申請などのオンライン化を進めるために、LoGoフォームを導入し、

職員研修を実施するなどの取り組みを行い、LoGoフォームの活用を促

進しました。またオープンデータを新たに公表するための取組を進めま

した。

みなべ町

第２回

第３回

オンライン申込 持参
郵送

56%

84%

職員採用試験申込状
況

活用している

12

26%

活用していない

34

74%

LoGoフォームの活用状況 LoGoフォームの活用意欲

研修前 研修後

強くそう思った

5

19%

よろず相談を活用した取り組みと成果（上記と対応）

①LoGoフォーム職員研修アンケートの実施

②オープンデータの取組方法
デジタル庁が定める『公共データ利用規約』の利用と、
『自治体標準オープンデータセット』に準拠。

公表件数は2件だが、今後増やしていく計画。
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①キャッシュレス決済の導入

②電子決裁システムの検討

③オンライン申請の充実
業務効率化とサービス向上を目的とした取り組みとなります。特に窓口

業務におけるキャッシュレス化は、職員の負担軽減と併せて、町民の利便

性が向上されます。

みなべ町

次年度の取り組み予定

キャッシュレス決済 電子決裁システム オンライン申請

ぜひ関わって
い

きたい

4

15%

他の業務に支障のない範囲で

あれば関わっていきたい

20

74%

関わりたくない

1

4%

出来れば関わ
り

たくない

2

7%

DX や業務改革・業務改善に対するアンケート結果
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11. 日高川町



R６年度DXの取り組みと成果

①防災・行政情報アプリ導入
②ICタイムレコーダー導入
③LoGoフォームオンライン申請

今年度は、5月にアプリ運用開始、町内13施設にICタイムレコー

ダーを設置、オンライン申請ができる手続を増やすことに取り組

みました。

日高川町

①オンライン申請を使った補助金申請

②オープンデータの取り組み

よろず相談を活用した取り組みと成果（上記と対応）

日高川町防災・
行政情報アプリ

101



いろいろな手続きでオンラ
イン申請ができるよって周
知！

日高川町

次年度の取り組み予定

①窓口キャッシュレス化
②オンライン申請の拡充
③＜次年度以降＞

庁内決裁事務の電子化、ペーパーレス化

ペーパーレス化で業務効率を上げられるの
か！？

20 → 50
オンライン手続き数

キャッシュレスでお支払い

来年度は、窓口での支払いをキャッシュレスに対応し、オンラ

イン申請の拡充と、住民への周知を進めていきます。

また、再来年度には、庁内決裁事務の効率化・迅速化を図る目的

で電子決裁システムを導入していきたい。（まずは財務会計シ

ステムから始めて書庫の膨大な調書の山をなくします！）
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